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生活が悲惨な状況に追い込まれています。
　元来、戦後間もなく、アメリカの原子力潜
水艦の動力源として開発された原発が、米軍
事産業と日本の電力を中心とした大企業の思
惑によって日本に導入されたものゆえ、事故

　核兵器廃絶を求め全国の市町村を練り歩く
「原水爆禁止国民平和大行進」が、７月７日
に川西市から県内入りした。核戦争を防止す
る兵庫県医師の会からも、武村義人、加藤擁
一小泉勇運営委員、樫林義雄先生らが、それ
ぞれの地域で行進に参加した。
　平和行進は１９５８年から毎年開催されて
おり、全国の市町村を結び、行進距離は８千
キロ以上におよぶ。今年も５月６日に東京を
出発し、８月上旬に開催される原水爆禁止世
界大会の開催地である広島をめざして、炎天
下でも雨の日も休むことなく歩き続け、核廃
絶を訴えている。
　神戸市中央区原水爆禁止協議会会長でもあ
る武村運営委員は、７月 10 日の神戸市役所
から県庁までの行進に参加。出発前のあいさ
つでは「いよいよ沖縄の普天間基地県内移設
が不可能なことが明らかになりつつある。私
たちの運動で、米軍基地の国外移設を実現さ
せよう」と呼びかけた。
　加藤運営委員は県庁から須磨区役所までを
行進。樫林先生は、手作りの「平和」の旗を
掲げて、医院のスタッフとともに明石市内を
行進した。
　小泉運営委員は、７月８日の伊丹市役所出
発のあいさつで行進参加者を激励。以下に小
泉運営委員のあいさつを紹介する。
　今年も七夕さんと同じく、１年ぶりに元気
な皆さんとお会いできて喜んでいます。
　しかし、今年は東北で原子力発電所が世界
最大級の事故を起こし、地域の人々の健康と

2011 年国民平和大行進

平和の思いをつないで

神戸市役所前であいさつする武村運営委員（上）

医院のスタッフとともに明石市内を歩く樫林先生（下、右）
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など不測の事態に配慮されたものではなく、
人間を含めた生き物の遺伝子を傷つけ、がん
を発生させる放射線をまき散らすのを止める
技術を持たぬまま、拡大されてきたものです。
　今年は、私たちは原発をなくす―悪魔が出
す排泄物をなくす運動も始めないといけない
かもしれません。
　しかし、根源である悪魔の兵器・核兵器が、
今も世界中の平和愛好の人々の心に恐怖の圧
力を加え続けています。
　市民の力で一日も早く核兵器をなくすよ
う、今年も原水爆禁止世界大会を成功させま
しょう。　　　　　　【運営委員　小泉　勇】

第 10 回近畿反核医師懇談会　講演会「ヒロシマの体験、反核の思い」

世界に広げたい被爆体験

伊丹市役所前で、行進参加者を激励する小泉運営委員

　５月８日、大阪保険医会館会議室で、第
10 回近畿反核医師懇談会が、開催された。
近畿反核医師懇談会は、07 年に京都で開催
した「核戦争に反対し核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい」を契機に、近畿の保
険医協会や反核医師の会、民医連などが参加
する懇談会。今回は、兵庫協会から、林祐介
運営委員長と武村義人運営委員、川西敏雄先
生が参加した。
　今回は、会議に先立って被爆医師であるＩ
ＰＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議）大阪支
部の小田徹也先生が「ヒロシマの体験、反核
の思い」と題して講演を行った。
　小田先生は、戦時中、海軍の軍医学校を卒
業するとすぐに呉にあった海軍病院に勤務し
ており、「朝起きて、病棟に行こうと外に出
たら、空が光り、大きな音がした。一瞬何事
かと立ちすくんだ」と原爆投下当日の体験を
語った。その後、すぐに志願して、翌日には
広島市内に入った先生は、当時の救援活動を

「被爆者にはやけどの手当しかできなかった」
と残念そうに振り返った。戦後、医師として、
被爆者の血液のデータを分析し、学会で発表
したがＧＨＱに没収されたエピソードを紹介
し、今でもあの研究を続けていれば、被爆者
医療に役に立ったのではないかと語った。

　参加者からは「ぜひ先生の体験を来年広島
で開催されるＩＰＰＮＷの総会で世界の医師
に語ってほしい」などの意見が寄せたれた。

被爆医師としての体験を語る小田先生（上）

熱心に講演に聴き入る参加者たち（下）
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　新聞報道などによって、アメリカが昨年 12 月と今年２月の２回にわたり、臨界前核実験を行ったことが明らかに

なりました。これに対し、兵庫県保険医協会では、池内春樹理事長名で抗議声明をアメリカ合衆国オバマ大統領宛に

送りました。また、抗議声明は菅直人首相、松本剛明外務大臣にも送付しています。
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核戦争を防止する兵庫県医師の会 第 30 回総会・記念企画

被爆者の声を語り継ぐ
　被爆 50 周年の 2000 年にアメリカで原爆展を開催した直野章子さんに、国が民間戦災者への援護を拒む根拠とす

る「戦争被害受忍論」と被爆者の現状についてご講演いただき、被爆 65 周年の 2010 年に国連平和デー（９月２１日）

に合わせて、国連本部のあるニューヨークで「被爆ピアノ平和コンサート」を開催し、音楽という世界共通の言葉で、「平

和の尊さ・核兵器廃絶」を全世界に発信した「国連平和デー被爆ピアノ平和コンサート実行委員会」の演奏を披露い

ただきます。

●日　時　：8 月 20 日（土）

　１４時３０分～１５時　　総会議事

　１５時　　　～１７時　　記念企画　
　　　　　　　　　　　　　第 1部　記念講演　「被爆者の声を聴いてきて」　
　　　　　　　　　　　　　講　師　直野　章子　氏（九州大学准教授）

　　　　　　　　　　　　　第 2部　被爆ピアノ平和コンサート
　１７時３０分～　　　　　懇親会 ( 会費　５,000 円 )　会場：未定

　

●会　場：兵庫県保険医協会　

                  会議室

●参加費：カンパ制

●共　催：非核の政府を求める兵庫の会

※どなたでも

　
ご参加いただけます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩基文・国連事務総長の前で開催された被爆ピアノ平和コンサート

返信ＦＡＸ　０７８－３９３－１８０２

	 ●反核医師の会　総会に　　　		  　　　□参加　　　　　　　　□不参加

	 ●記念企画に　　　　　　　	 	 　　　□参加（　　　）人　　□不参加

	 ●懇親会に　　　　　　　　　		  　　　□参加　　　　　　　　□不参加

医療機関名（　　　　　　　　　　　　　　　　）氏名 (　　　　　　　　　　　　　　　　)

お申し込み、お問い合わせは兵庫県保険医協会（℡ 078－ 393 － 1807）平田・岡林まで
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